
 

1.水・物質循環系の保全に関する現地見学 

1-1.目的 

水循環小委員会は、健全な水循環・物質循環の維持を図るため、以下の３点を目標とし、現在

は主に水・物質循環のメカニズムの把握に向けて、図 1-1 に示すように、従来からの流域気象、

河川水位等の観測に加えて、新たに設置された地下水位等の観測点も含めた観測データの蓄積と

その検討や、地質調査による水理地質構造の把握等を進めているところである。 

 

 

 

本見学会は、水・物質循環メカニズムの把握に向けて、現在実施している各種調査、検討に関

連した現地状況の実態を確認し、また本小委員会の成果を個々の自然再生事業に反映していく観

点から、次の３つの目的を持って開催することとし、図 1-2 に示すように大きく 6 地点を見学す

る予定とした。 

1） 流域から湿原への地形・地質の変遷と地下水滞水層の概要に関わる視察 

2） 湿原内の地下水位観測結果の実態とその解釈に関わる視察 

3） 水・物質循環メカニズムの把握と関わる自然再生事業計画箇所の視察 

 

また現地見学終了後、その結果ならびに今後の検討の方向性等について意見交換を行う場を持

ち、あわせて流域の水理地質構造に関する勉強会を行なう。 

 

 

① 湿原再生のための望ましい地下水位を保全する。 

② 釧路川流域の水・物質循環メカニズムを把握し、湿原再生の各種施策の手法の検

討や評価が可能となるようにする。 

③ 湿原や湖沼、河川に流入する水質が良好に保たれるように、栄養塩や汚濁物質の

負荷を抑制する。 

水・物質循環の再生において達成すべき目標
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図 1-1 水循環メカニズムの把握 

＜流域での観測＞ 

ボーリング調査

地質踏査 

土地利用の変化 

土砂流出 

栄養塩流出 

地下水位観測 

地表沈下観測 

湧水調査

土地利用の変化 

河道の変化

河川水位観測 

流量観測 

濁度観測 

水質・栄養塩観測 

雨量観測

凡 例 

調査： 

現象： 
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湿原周辺の丘陵地帯の地質構成を露頭で観察する。 
あわせて流域の主たる地層構成や帯水層などを説明し、
流域から湿原に至る地下水環境の理解、把握の材料とす
る。 

①湿原を囲う集水域丘陵の地質 

北斗地区の露頭観察 

丘陵から湿原への移行部を踏査し、湿原縁辺部に多く見
られる湧水箇所の例を視察する。 
また、釧路湿原全体の湧水箇所分布や地質図について説
明する。 
露頭箇所で視察した地層構成を引き合いに、湿原への移
行地域の地質がどのように変化しているかを把握する。 
あわせて、湿原域内の状況について徒歩での移動により
視察する。 

②丘陵から湿原への移行部 

北斗遺跡周辺の踏査 

湿原内で実施中のボーリング地点を視察し、ボーリングで
採取したコアを観察する。 
コアの地質区分を説明し、露頭観察した丘陵から湿原へ
の移行部、湿原内に至る地質構成のつながりや、湿原の
地下水環境に関わる地質構成全般について理解する材
料とする。 

③湿原内の地質 

ボーリング調査地点の視察 

湿原内で観測された地下水データの変動傾向を解釈する
要素のひとつとなる、河川の近接など観測点近傍の諸状
況を視察し、湿原内の地下水環境を理解する材料とする。
あわせて、湿原内で観測されている地下水データが、どの
ような要因で変動の大小や、水位の高低などを生じている
と考えられるか、データ考察の概要について説明するとと
もに、湿原全体の地下水位コンターより、大局的な地下水
の流動傾向などについて、概要を説明する。 

④湿原の地下水の現況把握 

地下水観測データと、対比する現地状況の視察 

自然再生事業が計画されている箇所の一例として、幌呂
川地区の湿原再生計画箇所を視察する。 
湿原の北西端に近い当地区の湧水箇所を視察し、南西端
で視察した北斗地区とあわせ、湿原西側縁辺部の地質、
湧水など、湿原水環境に関わる地象全般の理解材料とす
る。 
土砂・栄養塩の流入対策や湿原再生の各種手法の検討、
評価など、本小委員会が取り組む水・物質循環メカニズム
の把握が寄与すると考えられる箇所として、幌呂川の河道
状況および湿原再生計画区域の概況を視察する。 

⑤自然再生事業箇所 

幌呂川地区湿原再生計画箇所の視察 

流域から湿原への地形・地質の変遷

と地下水帯水層の概要に関わる視察

湿原内の地下水位観測結果の実態と

その解釈に関わる視察 

水・物質循環メカニズムの把握と関

わる自然再生事業計画箇所の視察

図 1-2 現地見学会の視察目的と視察箇所 
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1-2.現地視察内容 

現地視察の行程は以下の通りである。 

① 北斗地区の露頭 

② 北斗遺跡付近～湿原縁辺部（湿原遊歩道（軌道跡）） 

③ ボーリング調査地点（湿原横断道路脇） 

④ 安原地区～赤沼付近（遊水地右岸堤周辺地下水位観測地点） 

⑤ 幌呂川地区湿原再生計画箇所 

○ 屋内での議論・勉強会（2h） 
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(視察時間)

8:30 出発　釧路地方合同庁舎前（8：20集合）

（0：35） ↓自動車で移動

① 9:05 北斗地区露頭 （0：15） 丘陵地帯の地質構成を露頭で視察

（0：10） ↓自動車で移動

○ 9:30 史跡北斗遺跡展示館 下車 （車は湿原横断道路に先回り）

（0：05） ↓徒歩で移動

② 9:35 北斗遺跡 （0：10） 湿原縁辺部に見られる湧水箇所の例を視察

（0：15） ↓徒歩で移動

② 10:00 湿原遊歩道（軌道跡） 湿原域内の状況を徒歩移動にて視察

（0：15） ↓徒歩で移動

○ 10:15 湿原横断道路 乗車

（0：05） ↓自動車で移動

③ 10:20 ボーリング地点（M-1） （0：20） ボーリング地点視察、ボーリングで採取したコア観察

（0：20） ↓自動車で移動 （安原地区の状況を車から視察）

④ 11:00 赤沼付近 （0：15） 地下水データと観測点近傍の諸状況を視察

（0：15） ↓自動車で移動

⑤ 11:30 下幌呂地区 （0：20） 湿原西側縁辺部の地質、湧水を視察

（0：50） ↓自動車で移動

⑥ 12:40 釧路地方合同庁舎　到着

（0：50） ↓昼食・休憩

● 13:30 釧路地方合同庁舎内　会議室 (2：00) 屋内で議論・勉強会

15:30 終了

（移動車内にて、本視察箇所および行程の説明、水循
環系に関する説明）

水・物質循環系の保全に関する現地見学会　行程表
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図 1-2-1 現地視察ルート図 

2 

5 
6 

7 2 3 

⑤【下幌呂地区】 
11:30 到着-11:50 出発 
自然再生事業が計画されている箇所の一例として、幌呂川
地区の湿原再生計画箇所を視察 
湿原の北西端に近い当地区の湧水箇所を視察、湿原西側縁
辺部の地質、湧水など、湿原水環境に関わる地象全般の理
解材料とする 
土砂・栄養塩の流入対策や湿原再生の各種手法の検討、評
価など、本小委員会が取り組む水・物質循環メカニズムの把
握が寄与すると考えられる箇所として、幌呂川の河道状況お
よび湿原再生計画区域の概況を視察 

湧水箇所近景 

比較的締まった海成

砂層（釧路層群）か

らなる。 

湧水箇所と周辺の状況 

ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞﾎｰﾙが 

形成されている。 

湧水箇所 

3 4 

凡 例 

 ：湧水地点（各地点の状況は参考資料） 

 ： H17 ボーリング調査箇所 

 ：視察候補地 

 

：露頭（番号は資料の露頭台帳と対応） 

M-6 

M-7

M-5 

M-8

M-3

④赤沼付近（～安原地区） 
10:50 到着-11:15 出発 
湿原内で観測された地下水データの変動傾向を
解釈する要素のひとつとなる、河川の近接など観
測点近傍の諸状況を視察し、湿原内の地下水環
境を理解する材料とする 
湿原内で観測されている地下水データが、どのよ
うな要因で変動の大小や、水位の高低などを生じ
ていると考えられるか、データ考察の概要につい
て説明するとともに、湿原全体の地下水位コンタ
ーより、大局的な地下水の流動傾向などについ
て、概要を説明する 

 

車は先回り

徒歩移動 

③【ボーリング地点】 
10:20 到着-10:40 出発 
湿原内で実施中のボーリング地点の視察、ボーリングで採
取したコアの観察 
コアの地質区分を説明し、露頭観察した丘陵から湿原への
移行部、湿原内に至る地質構成のつながりや、湿原の地下
水環境に関わる地質構成全般について理解する材料とする

【釧路地方合同庁舎】 

現地視察 

8:30 出発、12:40 到着 
-------------------- 

会議 

13:30-15:30 

①【北斗地区露頭】 
9:05 到着-9:20 出発 
湿原周辺の丘陵地帯の地質
構成を露頭で観察 
あわせて流域の主たる地層構
成や滞水層などの説明から流
域から湿原に至る地下水環境
の理解、把握の材料とする 

1 M-2 

M-1 

②【北斗遺跡周辺踏査】 

9:30 到着-10:00 出発 
丘陵から湿原への移行部を踏査し、湿原縁辺部に多く見ら
れる湧水箇所を視察 
釧路湿原全体の湧水箇所分布や地質図についての説明 

露頭箇所の地層構成を引き合いに、湿原への移行地域の

地質がどのように変化しているかを把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【湿原遊歩道（軌道跡）】 
10:00 到着-10:15 出発 
露頭箇所の地層構成を引き合いに、湿原への移行地域の
地質がどのように変化しているかを把握 
湿原域内の状況について徒歩での移動により視察 

 

 

湧水箇所近景 湧水箇所下流側 

湧水箇所




